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【背景】

九州大学歯学部では、基礎と臨床の知識を整理・

統合し応用力を身につけさせる“統合系科目”に

チーム基盤型学習（TBL）を導入している。

TBLの準備確認試験（RAT）では、学習者への迅速な

フィードバックが必須である。また、応用課題等では画

像が多用される。

これらの試験や課題提示をｅラーニングシステム

Moodle上で実施すれば、教育の効果と効率を向上さ

せることが期待できる。



歯学部カリキュラム概要（H29年度）

統合系科目

「歯学総論Ⅴ」（５年前期）
「総合歯科学」（６年前期）

５・６年合同

基礎系

臨床系
臨床実習

「歯科矯正学」（４年後期、実習の一部）

「歯学総論３」（３年後期）
「歯学総論４」（４年後期）

３・４年合同

「歯学総論２」（２年後期）

TBL形式



ピア評価ユニット１ ユニット２ ユニット３

TBL授業のフォーマット（流れ）

ユニット

事前学習 準備確認プロセス 応用課題

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３

①個人学習

②個人テスト （iRAT）

③チームテスト （tRAT）

④アピール（書面）

⑤教員からの

フィードバック
⑥グループ課題

Readiness Assurance Process

Readiness Assurance Test



①個人テスト（iRAT）

準備確認テスト（RAT）



②チームテスト（tRAT）

準備確認テスト（RAT）



 tRATでは通常、
スクラッチカードを使用

教員による補足説明
（フィードバック）



Moodleによる tRAT実施
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個々のグループにその場でフィードバック
回答の履歴を見ることができる



Moodle用プラグイン「グラフクロウ」

• tRATに対する各チームの回答履歴を視覚的に

モニターし、迅速にフィードバックするための

Moodle用プラグインをエデュプレイ社と共同で

開発した。

● ICT活用の取り組み１



tRAT実施結果のモニター（Moodleプラグイン）
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補足説明で的確なフィードバック



Moodle による iRAT実施



RATは歴とした試験（成績の構成要素）

不正行為を未然に防ぐことが必要



手元で高精細画像を見ることができる



個人情報の保護に課題が生じる

学生所有のPCでは対処できない



セキュアなオンライン学習支援環境の構築

• タブレット端末からMoodleをセキュアに利用す

る学習支援環境を整備した。タブレット端末の

MACアドレスを事前登録し、インターネットへの

アクセスを制御できるようにした。

● ICT活用の取り組み２



登録タブレット（通常モード）
○moodleサーバ
○インターネット



登録タブレット（試験モード）
○moodleサーバ
×インターネット

（IP/URL フィルタリング）



（MACアドレス・フィルタリング）

未登録機器（登録タブレット以外）

×moodleサーバ
○インターネット



外部からのアクセス
×moodleサーバ

（アクセス・ログ）

（ルータを通らないアクセス）



Moodle用プラグイン「ピアラクダ」

• ピア評価を簡易に実施するためのMoodle用プ

ラグインをエデュプレイ社と共同で開発した。

※活動「ワークショップ」でピア評価を実施できるが、

設定の煩雑さが難点

● ICT活用の取り組み３



Moodleによるピア評価の実施



24
Moodleによるピア評価のフィードバック



満足度 61±24％

授業評価アンケート（１） 授業の満足度



iRAT/tRATをiPadで実施してよかったと思いますか。

総合的に判断してください（５段階評価）。

授業評価アンケート（２） タブレット導入の評価

コメント
• iPadの不具合などで待ち時間が多かった

• iPad自体は画像の拡大ができて助かったが、RATは前
年度までのスクラッチカード式に戻してほしい



平均満足度比較（年度間）

p < 0.001

p < 0.05 p < 0.01

授業評価アンケート（３）
～「歯科矯正学TBL実習」の調査結果



高精細な画像のセキュアな提示

• 患者情報を保護しつつ高精細な画像を提示できる

ようになった。

迅速なフィードバック

• tRAT実施直後に結果をグラフ表示することで、教

員は的確にフィードバックできるようになった。

• ピア評価の実施とフィードバックが簡便になった。

● ICT活用 成果

より効果的なTBL



• 比較的小規模（タブレット端末10～20台）ならば、

セキュアな学習支援環境の構築は容易である。

• タブレット端末100台超ではネットワーク環境と機

器管理の効率化が課題となる。

• 教育効果の高い教材（動画など）が利用できる

• Moodle上の小テストやピア評価は、TBL以外にも

さまざまな授業形態で利用できる。

非常に高いポテンシャルを持っている！

● ICT活用 今後の課題と展望
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